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    《なかよく・かしこく・たくましく》 
 

令和 2 年 1２月１6 日（水）no.37 文責：上田 
 

 学校評価(保護者)アンケート ありがとうございました 
  １１月末の学校評価(保護者)アンケートに回答いただきありがとうございました。これまで以上に家庭と

の連携を図ることを意図し、今年度は年２回の保護者アンケートを実施します。今回のアンケート結果につ

いては、今後の対策も含め２学期末までには詳細をご家庭にお知らせします。ここでは、今回のアンケート

結果の概要を紹介します。ご家族で話題にしていただきお役立ていただければ幸いです。なお、今回の保

護者アンケートは、回収率が７８％でした。アンケートの実施方法・内容については今後も検討を重ねます。 
 

◆肯定的な回答が高い問い        ＜ ○なかよく・○か しこく・○た くましく・○地域とともにある学校＞ 

○な 「子どもは、協力して係活動や行事等に取り組んでいる」(99.5) 

○な 「学校は、子どもの命を大切にし、他人を思いやる心を育てよう 

としている」(96.3) 

○か「学校は必要な学力が身につくように工夫して指導している」 

(95.7)

○か「学校は、家庭学習の習慣が身につくように指導している」 

 (94.5)

○な 「子どもは、学校に行くのを楽しみにしている」(93.5) 

○地 「学校の職員は、保護者や地域の方に適切で丁寧な対応をし 

ている」(93.5) 

◆ 肯定的な回答が低い問い 

○か「子どもに読書する習慣が身についている」(52.5) 

○か「学校は、ＩＣＴ等の情報機器を活用し、分かりやすい授業に努 

めている」（81.6） 

○た 「子どもは好き・嫌いなく健康に気をつけた食事ができている 

」（84.4） 

○た 「学校は、安全に登下校ができるように指導に努めている」 

（86.5） 

○た 「学校は、子どもの体力向上の取組を行っている」（87.6） 
 

  自由記述で気になる内容については、担任から子どもに直 

接問いかけたり、先日１０日の学級懇談会で保護者に詳細を 

うかがったりしています。気になることが続くようであれば遠慮なく連絡をお願いします。また、県下では１２

月にいじめのない子どもが安心して過ごせる学校づくりを目的とした『心のアンケート』を実施し、１月にか

けて子どもとの面談を行うことになっています。 
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先週は、高学年の子たちの運営で

縦割り班遊びが昼休みに行われま

した。 

 

今年度は、感染症により学校行事の中

止または変更が続き、参観の機会も限

られたことで学校生活の様子を十分に

お伝えできませんでした。 

家庭学習の習慣の確立には、家庭との

連携がなくてはなりません。学習内容だ

けではなく学習計画として学年に応じた

自主学習の在り方を検討します。 

読書する習慣の獲得には、テレビやス

マホ、ゲーム等のメディア利用について

親子で考えていただかなくてはならな

いこともあります。 

１月には子ども一人１台のタブレットが

整備される予定です。子どもの多様な

学びに役立てます。 

地域の方々にも見守り支援を依頼する

等、登下校の安全に努めます。徒歩通

学は体力維持にもつながります。 


